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要旨程度近視のlJl.JJ lilllllを目的とした誠治療の効民については，有効であるとの報告が多い しかし

ql:i引立近似の悦}J阿自に対する鎖的般の酎J民および1 " 絞効取については報告がない そ こで筆おら 1 ;1: , 

ノドよ乍附崩病院脳科外来において両近悦利市L桜と診断された棚田技力0. 1 以!"屈折力で中等I.ll'近悦に

あたる患者 3 例に刈し減治療を行い，注' 1' 5-6 週1111の治僚中断をはさんで出版観力の経時的変化を観

捺した。その結m. 誠治療による著しい悦力改善と持続効以を認めた
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I 緒言

近l>I.は 般的に学m!UJより顕在化しやす く その

大部分には， 偽近視が|見l与していると言われてい

るω 偽近視の視力回復を目的とした鍛治療は。

侃野町 内問2人 竹 ITI 3l ，浮から報告されている

1ii雪らも.児ill !U Jから青年期にかけての近視忠者

653名について鋭治!f.íを行い平均で 0.2-0.3 の楳

IIJHJllJ回復を認め，中等度以下の軽度近視の視力

I"JiJlには鍛治療は有効であることを報告した4 日

しかし これらの報告では中等度近税の視力改1:!-;'
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に対する鎖治西空の効架およびその持続効果につい 示した

ては明らかではない

そこで筆者らは，本大学附属病院眼科外来にお

いて両近視性乱視と診断された楳l眼視)]0 1 以下，

照折力一 3.00- -6.25 Dの 3 例について綴治偵を

行ない， 著しい視力改善とその持続効果を認めた

ので報告する

E 症例及び方法

症例は守 20..rの男組患者 3 名である.授ノJ測定

には，高木製作所製のVC-21型悦ブJ討を居折)J測

定にはオ トレフケラトメータ (ニデ y ク材製­

A l1 K-2000l を使用した.

視力の測定法は事~I恨で111慢を遊

間JL . 5 mの位置から試視力表を

判読させ，同一段階の指標 3 個の
相邑ブヲ

1.2 
うち 2 何の指標がわかれば正読と 1 右眼

1.- . つぎの段階にillませた。なお.

吐i者の応答は， 指標提示後 3 秒以

内とした. また ， 5 mの位置でO

lの指標が判別できない場合は， 0 

0.6 

l の桁擦を検者が持っ て!記者に近 0.4' 

づき ， 正設できたときの距離から

。 。

班 結 果

1 症例 1

!11者は， 20才の男l'1 である 主訴は両日監視力低

下で本学附属病院眼科外来にて日I近視性乱視と診

断された 家族陛として，両親に近視，正L1<見はな

13才時に初めて視力低下を Id党 その年の 4 Jl

に学校検診で視力検査を受けた時には， 五右とも

1-!I! I叫にて1.2の視力であったが 5 ヶ月後に は 0. 1

に低下 した 原因は不明である 校医から偽近視

と診断され句|恨鋭を綬;{;'I'のみ装利 した. 16才時

症例 1

-泊自前
企 消極

三台詞際 5 主圃 <本 5与

機野会測定した。視力測定は誠治療15分

日 '1 と鍛治療終了後 15分後に行なっ

た さらに，オート レフケラトメ ー
123456789101112131415 1 617 惜帽 20212223週

タによる屈折力のiJllJ定は，初診Jl!j

と鍛治1旗印巨| ごとに行なった

鍛治療は安静閉I浪坐伎で行い守

週 同を原則とし. ほぼ同一時rlU

41?に行った 使用鍛はセイリン社

製 (30mm ' 16号鍛)を使用し ，

合谷穴 ・太陽穴・撚竹穴・風池穴

の左右 8 穴に対 L ， 1昇気確認後 15

分間の世銀を行っ た 鍛治療は 10

回以上を継続する こととし 10回

以上誠の持続効果を観察するとと

もに再び誠治療を再開した なお.

治療中断I:þの忠者の生活は治僚íFi

と同じような生活を送るように指

毛見ブ3
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。

0.4 

。。
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からソフトコンタクトレンズを使用し，現d にセっ

ている

図 l は症例 l における税止jの変化を示す 銭治

療信。 23週で自 1171可行った 初診H寺の治療前視力

は右操服で0.05， L;: 1IJj!で 0.03であった 初診11寺の

球面iI吊折力は布 ~OOD ， 左 -5.50D. 円柱肝{折

力lえ右1.00 D(軸 166" ) b: -1.75 D (軸 3 ・)で

あった 治療 6 回 LIから徐々に楳眼視力の回復が

みられ， 14回目では，楳!山視力結0.3 . 左 0.2 と著

Iり!な視力改持を不した なお，治療関飴後\0回目

で測定した球I白屈折力は:(;- '150D，左 5.50D , 

円柱回折力右 100D (車1h166" ) ， 左ー 150D (事1iI

177" )と変化は認められなかったーその後. 6 週

間l治僚を rl./断したところ視力は 。

右裸1lJí!で日 l 左f'J! 1恨で0.08 とな

り. rþ骨折直前の視)Jに比べ， わず

かに低 F した しかし，治療 rtflm

3 回目においても中断布lの視力に

凶復 しないため. 耳」在も(通算 17

回目 } 鍛治僚を継続している。

2 症例 2

患.(;は， 20才の引性である白 二1:

訴は視力低下で，診断名は本附属

病院自民科外来にて間近視1'1 乱視と

診断された. 家族肢として， 父紛

が同近視性乱視であった

発LE年令は 11 .tIl .jの学校検診で

右l浪 ・ 左 i恨とも 07 と言われた

その後， 徐々に視力が低ドし。 14

才 l時に眼鏡を装符し 1 6.tでソフト

コン タ クトレンズを使用した

事，. プヲ

1.2 

。

0 .4, 

。 。

1.2 

そのIl!iの視)J は傑 IIßl で左右とも 0.6 

0.1 であ った。

図 2 は佐例 2 の視力の変化を示

す鋭治放は， 21週間で計15ヨ行っ

た 初診時の治R刊行制11恨視力は ，

右003， 左oωであった 初診時

の府折力は1:ïIlßl-5.25D(球[白). -

4.75 D軸 180" (円柱〕左限 -5.75

D(球而) ， -1. 25 D 軸 10" (円柱)

0.4. 

0.0 

右眼

, 2 3 

左~~

治療 511>1日から徐々に裸眼視力が向上L.. . 12回目

では有限10， 1;:版で0.8と著明な視力改善を示し

た なお . \0回目の開折力は右l限 2.75D(疎開J，

-3.00D事iI 167・(円相〕 左眼 3.75 D (球而 l .

1.75D剥Il3"(円柱)となり 句 初診時に比べ回折力

においても改持を示した その後. 6 ;m問治療を

巾断したところ裸l限制力は再び著しく低下し.左

れとも0.15となった しかし，初診1時視力に比べ

て依然r，互い視ブJに維持されていた 鍛治療再開後

3 回目(通算 151"1 目〉では治療日íT視力が右0.2 .

7じ0.07であるのに対して? 治療後視力では右0.3 ，

b:0.1 となり，鍛治療の前後で視力は回復の傾向

を示した 現在も鍛治療継続中である

症例 2
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3 症例 3

'll~は20J の9J性である. lô訴は視点低 Fでls

断名は本F付属病院l眼科外来にて， 前近観性乱視と

診断される.家族1ftとして， 両親に近視， 乱視は

ない

発症1j:令は 13..J'の乍校検診で布限で0. 5 . 1i1眼

で0.6 と， ;われた その l以後からソフ ト コンタ ク

トレンズを{止JlJ した

凶 3 に症171) 3 の観点の経時的変化を示す 鋭治

療は. 23;血で計 1 6回行った.初診l時の栴!J，ï前倒力

は. .(5協!IIQで0.04. . 1;:0.06であった.初診時間折

力は右-<1 25D(球而) . -0.50D軸 172 " ( 円柱)

左- 4. 25D (球f(õ). - 0.50D;柚 8" (ドl柱)治!tt 3

回 11から徐々に鍛治療に反応し ，

13同目では布0.3 . L;:0. 1 5 となり

視力改~-g.を示した . なお. 10回目

の匝ilTr JJは左i恨-4.25D(球而). -

0.75D軸 7・ (円位)布1IIl! - 4 .25D

(球回) . 一 1. 00 Dijilli 178" ( 1 可 柱)

となり初診時に比べて変化は認め

られなかった その後の 6 週間の

中断により左有とも視力は秘眼で

0. 1 5となり ， 治療中断ÎÌÍíに比べて

わずかに低 Fした 鍛治療 Jlj開 3

回日(通算16回目)で治療中断前

までの悦カに回復した.現在も ，

鍛治療継続'1 'である 。

E 考察

!吊折状態は郎折系としての角股

と水晶体による補正と . IIH判長と

のパラ ンスによって決定される

成長の過程でñI，j.{iのパランスが保

たれていれば， 正視であるが，こ

れらのパランスが少しでもくずれ

た場合に開折梨:官となる 特に学

童!引からT!?年WJにかけての屈折見

常は， 近視化傾向が強い

近視の臨床的分類としては.単

純近視と病的近視に分けられる，

".ブ3
1.2 

Q.a 

右眼

午 iWUJにおける近視の大部分は単純近縦であり，

.JI.I節過緊娠による偽近視が1\\1りしている引. これ

らの I~近視には鍛治慌が有効であるとの制作がこ
れまでなされている 1 . 2.3.4. 5.7 ， 8 ， 9 ， 10)

偽近視に，，)する銭治療では，持Jn7l が小 ・ rl '学

生を対象に 1 88服について銭刺激を行い程度!日i lTr

Y~'，WI服に対 して顕著な視)J向上と長!YJ:t():Ë刊が泌

められたと紺告し.悦野らけは. マ::Yi !U Jの近机に

対して鍛治療と JJ，U服薬の効果を比較検討したとこ

ろ鋭治!tiのほうが効果的であったと報作している

1i.(1'.5 ) らも，児童期から青年期にかけて視力低

下を訴える忠者653名について鍛治療を行なった

ところ，平均で~J!眼視力において0.2~0.3の悦ノ]

症例3

-湖前
a 純益
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回復をみた。 以上の報告からみられるように偽近

視における視)J [百|復に誠治療は有効であるといえ

る しか し.これらの研究では対象虫者は料I.í[近

視であり，中等l良近視に対して鍛治療の効果をみ

た軸!f守はない

今 [n[ 対象とした 3 症例はいずれも中等度近視

で￡り ， 銭治Y，î 10回程度で視力は著lりlに向上した

そ￠後， 5 -6 ì1M [悶のmY，I '4 '断によって視力は低

卜するものの 初診時制ノJにまで低 Fせずi 鍛治

療￠持続効果が示唆された また ， 症例 2 におい

ては1f而屈折 )J ， jiJJ民間折)Jともに肝{折力の 時

的な変化がみられた しかし 他の 2 症例におい

ては視力は改背したものの句 屈折)Jに変化が認め

られなかった

以上の結果から視力の己主持とともに l 症例にお

いて間折力にも変化がみられたことは王様体筋の

調釘d系に も);~押す るこ とを示唆す るものである

-)j， 屈折力に変化がなく御力に改訟をきたした

2 Lf:伊lについては，その作用機Ffは不明であるが，

竹 IJI ら3) の椴f!?によれば似刺激によって高I J交感神

経優位の反応を引き起こし. 瞳孔を鮒11圭させて視

土]を向上させたものと考えられる その他に， 網

膜術院の改ぜ?など の関与も弔えられるが， 作1TI 1理

序については今回検討しておらず， IIUJlIJの域をで

ない 鍛刺激による視力|υl復のfi'1lJ機序について

は今後の課題としたい，

W まとめ

今IiJ. われわれは阿近視伯乱祝で中等jA近視の

患者 3 名に対して鍛治械を行ない， 鍛治療の視力

効果およびその持続効果について検討した. その

結果， 3 症例とも著しい視力改正;を認めたーまた，

5.........6 週間の鍛治療を中断したとこ ろ，視)]は初

診時現力ま で低下するこ となく鍛治療の持続効果

を示した . 以上よ り中等iJl:近視に対して も鋭治療

が有効であると思われた

1 )鍛治療を継続すること により ， 視力は[!iI復傾

向を示した.

2 )治療|川隔が， 一定以上に短びると視)Jは急激

に低下する傾向を示した
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